
給食のアレルギー対応について  

       

 

 

月末 

★栄養士は「アレルギー対応献立表」を作成し、養護教諭と確認 

管理職、担任、専科に回覧する 

連絡表を作成し、保護者へ配布する 

 

 

当日朝 

★栄養士は除去食対応児童を確認し、担任へ「除去食カード」を手渡す 

調理員と当日の確認をする 

 

 

給食室 

除去食を作り、お盆(黄色)に１人分をセットし、ワゴンの上に乗せる 

除去食品のあるお皿には専用の蓋をする 

★栄養士が確認する 

 

      

給食時間 

 ○担任 除去食カードを黒板に貼っておく 

ワゴンにある除去食を確認し、児童へ渡す 

     ※児童と中身を確認し、再度ラップをかける 

 

★栄養士 教室巡回時に、除去食の確認 

□ 専科 教室へ行き、除去食を確認後、見回り札を除去食カードに貼る 

    

◆ 児童 除去食の確認を先生と行うまでは食べない 

その日は、おかわりなし（すべての料理） 

   ラップ・フタは「いただきます」をするまで、外さない 

  ※除去食のある日の給食当番：【準備】料理の配膳はしない（お盆の渡し、牛乳配りは可） 

                【片づけ】当番の片づけはしない（自分の片づけのみ） 

 

 

給食後 担任は「除去食カード」を給食のワゴンに乗せて給食室へ戻す 

 

 

 

 

医師の診断書（生活管理指導票）の提出により、アレルギー除去食の対応を行います 

★：栄養士 

○：担任 

□：専科 

◆：児童 



食物アレルギー緊急時対応マニュアル 

 

 

 

※教職員Ａ「準備」は、養護教諭、栄養士を呼ぶ 

不在の場合は、「アレルギー個別対応ファイル」を持参 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



心肺蘇生法とＡＥＤの手順 
 

 



 

 

※アレルギー関連個人資料 

「保健資料」 

「アレルギー個別対応ファイル（学校生活管理指導票、食物アレルギー対応個人票など）」 

 

緊急性が高くない場合（養護教諭、栄養士 不在の対応方法） 

・管理職へ報告 

・症状を確認し、保護者へ連絡 

  相談内容：今朝（登校前）の様子 

学校で預かっている内服薬の投与 

       学校へ迎えに来れるか 

   

・「アレルギー個別対応ファイル」で症状が出た時の対応方法を確認する 

・必要があれば、かかりつけの病院へ連絡し、相談する 

・症状が軽い場合でも、時間の経過で悪化する可能性があるため、症状の経過を観察する 

 

 


